
 

 

講習の名称：文字の歴史から学ぶ書写・書道 

担当講師：永由 徳夫（教育学部教授） 

講習開講日：平成 29 年 8 月 17 日（木） 

時間数：6 時間 

 

主な受講対象者：書写・書道に関心のある小中高教諭 

 

キーワード：文字の歴史，書道史，書写・書道教育 

 

講習の概要： 

 文字の成り立ちを中心に、「書道史」（書道の歴史）について講義を行う。楷書・行書

・草書などの書体の成立の歴史や仮名の生成における過程を確認しながら、書写・書道の

指導方法を検討する。また、近代文士の書簡を解読することで、後世への文字文化伝承に

対する教員の責務についても考えを深める。これらを踏まえた上で、基本的な筆づかいの

習熟を念頭に置いて書写・書道の実技講習を行い、実例を示しながら解説する。 

 

講習の展開： 

 第１時限 〔講義〕 書体の成立と仮名の生成 

 第２時限 〔講義〕 近代文士の書簡解読 

 第３時限 〔実習〕 楷書・行書の筆づかい 

 第４時限 〔実習〕 「書き初め」の練習 

 

受講に当たっての要件（講習内容のレベル）： 

 書道用具（※）持参のこと。「書き初め」用の大筆・用紙は、こちらで用意する。 

  ※書道用具 

   ・筆（半紙に４字程度書けるもの） ・小筆 ・ペン ・鉛筆（２ＢもしくはＢ） 

・墨（固形墨） ・墨汁 ・硯 ・文鎮 ・フェルト下敷 ・半紙（３０～４０枚） 

・新聞紙 ・雑巾 

 

授業の形式：講義および実習  

 

履修認定試験： 

講義に関する筆記試験（配付資料の一部は持ち込み可）。実習については清書の提出。 

 

テキスト・参考文献： 

 テキストは、当日プリントを配付する。 

 参考文献： 萩信雄 監修『新 中国書道史年表』日本習字教育財団 ２０１２ 

       古谷稔 監修『新 日本書道史年表』日本習字教育財団 ２０１３  


